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昨
年
11
月
29
日
、
玉
村
町
議
会
は
町
長
・
教
育
長
に
対

し
て
政
策
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会
（
総
務
・
経
済
建
設
・
文

教
福
祉
）
を
中
心
に
所
管
事
項
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
や
委
員
会
で
の
議
論

等
を
も
と
に
、
町
政
の
課
題
克
服
に
必
要
と
思
わ
れ
る
提

言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
は
議
会
改
革
の
一
つ
と
し
て
今
回
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
毎
年
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
提
言
書
の
詳
細
は
、
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

町を よくしたい

総務文教
福祉

経済
建設

①ふるさと納税による町の活性化
〇玉村町で行われるイベント等に参加できるような特典を検討すること。
〇町内の農商工業者とタイアップした幅広い特産品等を提供すること。
〇寄附金の使途を細分化し、クラウドファンディング（※1）も活用すること。
（使途細分化の例）「水辺の森公園整備」、「東部スポーツ広場の整備」、「ふれ
あい教室・通級教室の整備」、「町内交通の充実」、「環境美化」、「一人暮ら
しの人への福祉」、「母子父子家庭への支援」等

〇寄附金の活用実績を事業ごとにわかりやすく公表すること。
〇寄附者に町の情報（特産品やイベント情報等）を定期的に配信すること。

①放課後児童対策の推進
〇町長部局と教育委員会部局の垣根を越えた「放課後児童対策プロジェクト
チーム」を設置し、連携して放課後児童対策を行うこと。
〇小学校ごとに今後の児童数を推計し、余裕教室等の活用を検討すること。
〇特に中央小学校区については、文化センター周辺土地区画整理事業に伴う
児童増に対応すべく、今から計画的に準備をすること。

②生涯学習の場の確保
〇生涯学習等の多世代が交流でき
る多目的施設である「世代交流
多目的施設」の建設計画につい
て、財源も含めてその実現性を
明確にすること。
〇勤労者センターが使用できなく
なった場合、住民の生涯学習の
場が継続的に維持できるよう、
代替施設の確保等を計画的に進
めること。
〇代替施設の確保については、現
在の利用者の意見を十分に反映
した内容とすること。

魅力あふれる道の駅を目指して

①都市計画道路与六分前橋線
の新橋建設促進
〇新橋建設がもたらす効果や影響を
町独自で調査すること。

〇調査結果を活用し、町内外に新橋
建設の必要性をＰＲするとともに、
県に対して早期着手を働きかける
こと。

②道の駅玉村宿の経営改善
〇経費のかからないＰＲ方法を検討すること。
〇イベント等が道の駅の売り上げにつながるように工夫すること。
〇経験豊富な人材を活用することで、経営改革・事業拡大を図ること。
〇道の駅玉村宿の収支については、公共的に活用している部分と直売所・売店・
　食堂部分に係る経費を区別して計算すること。
〇民営化や指定管理委託を含めた民間のノウハウを活用する方策を検討すること。

②リサイクル事業への取り組みの　
推進・強化
〇収集するゴミの細分化を検討すること。
〇古着及び雑古紙の収集場所を増やすこと。
〇３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）
に関する住民啓発を積極的に行うこと。

生涯学習の場の確保を

もっと

議会 から 町 へ政策提言

陶芸 手芸

フラダンスウクレレ

全議員の思いを託す

特集

※１【クラウドファンディングとは】
インターネットを活用した資金調達方法。近年、
地方自治体での導入が増えてきている。

町の魅力を伝える特産品開発を


